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5 ．　こ ん にゃ く喘息及び まぶ し喘息に 関す る

皮内反応成績 に つ い て

笛木

佐藤

群 馬 大 学 医学 冩 附 属病 院 俘 番 保 5：｝ 院 内 科 （分 院 長

群 馬 大 学医 学 部 第
一

内 科 学 教 室 （主任　七 条小 次 艶 教 擾 ）

　　　　　七条小次薦 　　小 林　節 雄

隆三 　　近 藤　忠 徳　　金子 由之 助　　浦 野 　 恭

裕 司 　 中 山 　 登 　 倉持 　玄 白　 青木三 重 子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤 幾 久 次 郎 助 教授）

　　　　　　　　　大沢雄二 郎

　　　　　　　　　 緒　 　言

　 我 K
・
は，襲 に，臨宋 的並び に 実験的 に，こ ん に や くい

屯を結 吩 す る際 業 散
一
き る こ ん に や く まい こ が 起彊 とな り

　
“

こ ん に や く喘 息．が
， ま た ， 吾 が ま ゆを作 る蠶用 い た

ま ぶ しに含まれ る熟 蜑尿 が起因 とな り
ff

まぶ し曙息，，ゴ

発症ナ る事，こ れ 等 二 っ の 喘息 は，吸 入性 ア ン ル ギー性

気 管 支 喘息であ る事等 を報告 した．

　 今回，我 攻 は，こ れ 等喘息発 生地 区住民 と し か ら ざ

る 地区住民 とを対象 に ，そ の 起 因 抗 原 で あ るこ ん に や く

まい こ （以下，まい こ と略記）及び ， 熟蚕尿等を用い て

寅内反応 を実施し，本反応の こ れ 等喘息に お ける診断的

意 義 を 考 察す る と共 に ，そ の 判定基準潭 つ い て検討を 行

つ た の で，その 概要 を報告 す る．

　　　　　　　　　 研究対象

　 まい こ に曝露 さttて居 る群馬県下 仁 田動，及 び子持村

垉区住民 と，曝露 され て い な い 前 橋 地 区 住 毘 ，及び，群

馬県 内 の 養蚕地 区住民で，まぶ しを 取 扱 つ て い る者 と，

しか らざ る者等を被検対象 と した．

　　　　　　　　　 研 究方法

　圭亢考ミ液；k ，　§モ：こ幸匿告 し「た 方渥ミで1乍製 し！た まし、こ 乏）90彡彡

硫安麩和沈澱 牙 劃 1 万 培生食水 溶液 （以 下 ， まい こ 抗原

と賂記） と，流水透折 を行 っ た熟蚕尿 の 凍結乾爆扮末 の

1 万 倍生食水溶液 ぐ以 下 ， ま ぶ し抗原 と略記） と を 用

い ，澱 照 液 は 生 食 水 を用 い た ．注 入 液量 は ，ま い こ 航原

0．05ml ， 蜜ぶ し抗票0．02m1 と し，注射 は，前舗 屈 憫部

に 行 い ，注射後 15分 目に 発赤，及 び膨 疹の 大い さ を測 定

し，結果判定 を 行 つ た，

　　　　　　　　　 研究成績

　A 〕皮内炭応分布曲線に つ い て

　1）　まい こ に曝露 された 者 81名 と，しか らざ る者34名

（被検対象の 性別 ， 年令別等：ま表 1参照） とに つ い て，

該抗 漂 で 皮内反応を行 つ た 詰果 濫 ， 表 2 に 示 す様 に ，対

照液紅 よ る反1叡ま，被後全勇 （ 1馬 名 ）の 約 95％ ：轟 発

赤 12鰡 以 内，膨疹 8 聞 以 内を示 し，抗原 液 に よ る 反応

は ，その 第 1 峰は，対照液の そ れ に 近い 山 を 示 し，抗 原

に曝露 され た者 と，しか ら ざ る 者 とで は 発 赤 20m 觚前後，
膨 疹 ユ2  前後 の 所で，差異 を 示 す様であ つ ic 、

表 1　ま い こ 抗 原 皮 内 反応 の 按検対＄？

年 性 野

15才〜40才迄 　　41才〜70才迄 舅 女

67名 48名 56名　　59名

計 115名
’
　 計　　 115名

　 2）　まぶ し を撞 う者 融 名 と，しか らざ る者21名 （被検

対象 の 性別 ， 年令別等 は表 3参照   とに つ い て 該 抗 凍 で

皮内反応を行 っ た 結果 ；ま， 表 4 に示す様に ， 対環液 に よ

る 反応 をま，被検全 倒 （ 105名）の 約 95彩 ぱ，発赤 及び澎

疹1・S　X 　4：　
， 8   以内 を示 し，抗 原 液 の そ れ は，抗漂 に曝

露 され た者と，しか ら ざ る者 とで；ま，発赤20m 襯前1麦で差

異 を 示 す様であつ た が膨疹では ， こ の 講 者問；こ差 は 認 う

ガ た か つ た ．

　 B 〕 次 に ，か
』・る反 応の こ ん に や く，また ；ま，ま ．9、し

喘息に 於 け る診断的意義 に つ い て 縫討 し た．本実験 で

は ， 被換対象を該抗原 に 曝露 され た 者 と，しか らざ る 者

とに 区熨 し， 前者 では，問診 よ J，該喘息 の 疑わ れ る人

と，しか らさ
’
る人 と を区 分 し ， 喘息の 疑わ 札 る人で，こ

の 抗原の 吸入誘発試験が腸性であ つ た 者をか 1 る喘息患

者 と建定 した．　（こ れ等，各攻 の 被検 群 鍔撒 は ，表S
，6，

7，8 を参照）．
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表 2　ま い こ 抗 原 皮 内 反 応

（％）

80

70 ＼
瞭 ＿ 賦

されている入

25 　 　 　 SOmnx
　 　 膨 彦径

発 贏 径

表 3　 ま ぶ し 抗 原 皮 内 反 応 の 被 検 対 象

年 令

・・才一・・才 ・ L竺 一7・才・

性 日男

男 女

17名 188名

計 1  5名

i・9名 1．！・名

｝・ 105名

　1） 発赤 ， 或 は ， 膨疹の み の 大い さか ら判断した 場合

　ま い こ 抗原皮内反応で，発赤径の 大い さ，或は膨疹径

の 大 い さ が そ れ ぞ れ
一

定 値 以 上 を示 す 者 の 各 被 検群 に お

い て 占め る百分率は ， 表 5に 示 す 如 くで あ っ た．こ れ よ

り ， こ ん に や く喘息 が 全例で ， ま い こ に曝露さ れて い な

い 例 が 最 も少 な く陽性 反 応 を 示 す 場 合 は，発 赤 18ほ   以

上 ， 膨疹12ユ   以 上を基 準と した 時で あ る事を知 つ た．

　次 に ，まぶ し抗療皮内反応で，同様の 観察を行 っ た結

果 は，表 6 に示 す 如 く，ま ぶ し喘 患が 全例 で，まぶ しを

扱わない 例が 最も少 な く陽性反応 を示 す場合は，　発赤

18．1  以上 ，膨疹le．1  以 上 を基準 とした 時で あ る事 を

知 つ た．

　 2） 抗原液に よ る反応 を，対照液 に よ るそ れ との 差 よ
1
り判断 した場合

　 ま い こ 抗唳皮内反応で，抗原液 に よ る発赤，並び に 膨

疹 の 大い さよ り対照液 に よ る こ れ等の 大い さ を 差引 い た

憊 が 共 に
一

定魑 以 上 を 示 す 者 の 各被 検 群 に お い て 占め る

百 分率は，表 τに 示す漾 に．こ ん・に や く喘息が 全例で，

ま い こ に曝露され て い な い 例 が最 も少な く陽性 を示 す 場

合 は ， 発 赤 iOamで ， 且 ， 膨疹 5mm を示 す時で あ る事を知

つ た．

　 次 に，まぶ し抗原皮内 反 応 で，同様 の 観察 を 行 つ た

所 ， 結果は ， 表 8 に示す如く，まぶ し喘息が全例で．ま

ぶ しを扱 わ ない 例 が ， 最 も 少 な く陽鞋 を示 す 場合は，発

赤 10  で，且，膨 疹 5   を 示 す 時 で あ る 事 を知 つ た．
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表 4 　ま ぶ し抗 原 皮 内反応
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径

河

疹

「
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膨

o
’σ i5

表

20

5

25 3s 35an
　 発 兪 径

こ ん に や く ま い こ

に 曝露 さ れ て い な
い 者 　　 （34名 ）

発 LLと1°・畑 以 上

　 i　 2 ）葺2．1an以 上

38％ （ユ3名 ）

32％ （12名 ）

こ ん に や くま い こ に 曝露 さ れ て い る 者

こ ん に や く 瑞息 で

な い 人 （ 163名） 縣 默儷 9疑 1こ ん に や く喘息
　　 （6名 ）

45％ （74名）

31％ （50名 ）

赤

3 ）18．1  以 上 18％ （6 名 ）

筋 （2 名 ）

…
1
‘

26％ （42名）

4 ）3σ．1囮 以 上 8％ （13名）

膨
1 ）10ユ 皿 以 ．と 15％ （5 名） 12％ （2三名）

90％ （王9名 ） loo％ （6名）

81％ 　（17名 ）　　　　　　10096　（6 名）

52％ （11名） 10G％ （6 名）

33％ （7 名） 83％ （5 名）

『…冒一 ’t−「｝
「
一

52％ （11名） 10C°
／o （6 名）

疹

2 ）　｝2．1  以 ま： 9％ （3名 ）卍一 一 5％ （8 名） 290／6　（5 名 ） i　 loo％ （6 名）

3 ）15．ユ凹 以 上 o％ （o 名 ）

表

6％ （1名）

　 6

10％ （2名） 50％ （3 名）

ま ぶ し を 扱わ な い 　、
人 　　　 （21名）　　 ま ぶ し 喘息 で な い

　　　　　　　　　　人　　 （78名 ）

ま ぶ し を 扱 う人

ま ぶ し瑞 息 の 疑 わ

れ る 人 　 （6 名 ）

ま ぶ し喘息
　　　 （7 名 ）

発

赤

1 ）10．1  以 上 19％ （4 名 ） ］o％ （8 名 ） 67％ （4 名 ）

2 ）12．1皿 以 上 10％ （2 名 ） 8％ （7 名） 50e／e　（3 名 ）

3 ）　18．1田釦 以一と
4 ）30．1mm以 上 　16

％ （ユ名） 5％ （4 名） 33％ （2 名 ）

0％ （O 名 ） O％ （0 名） 17e／・ （ユ 名 ）

IOU％ （7 名）

　　100％ （7 名）

i
−
ro 。％ （7名）

1　 86％ （6名）

頭一翌 1・・1・聞 壮

　　　 2 ）　12．1m
’
以 1二

疹 防 ）ユ5洫 以 ．E

0％ （0 名） エ％ （1 名） 17％ （1 名） 1DO％ （7名）

O％ （0 名） G％ （o 名） 179彡　（1　名 ） 71％ （5 名 ）

0％ （0名） 0％ （O名） 0％ （0 名 ） 14％ （1 名 ）
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表　　　7

1こ ん に や く；　 こ ん に や くま い こ に 曝露 さ れ

iま い こ に 曝 1　 て い る 者

i霧鵜 緯舞i臭嘩欝｝瓏r
1 ）
器

／1i（ 髦） 1灘 ） （

769・i　　　　loee／e
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2 ）　E 玉5i　　 69彡　　　　 ／玉ρo

　Q7 ，5i （2 名〉 　 （19名）
　

ラ
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81323　
／
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％

名

％

名

000

 

　

（
　

　　
（

20

重
25
’5

E7

瑟
7

）

Q
）

Q

り
D
　

　

4

3奮％
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14％

（3 名）

67％
一

（4 名）
50％
（3名）

表 　　　8

50％
（3 名）

一
1ま ぶ し を 扱 l

iわ な い 人
11・21名 ・ 継 難 警撫薯罫

　

）

％

名

171　

（

　

）

26
名

65
（

　

）

％

名

．ρ
D

−

　

（

广
OFD1EQ）

一
ユ

2） E15i 　 O％

　　　　　（o 名）　　Q10i
1 ％ 　　　 17％

（1名）　　（1 名〕
3 ）　E 　20i　　　Ogb　　　　　　　O9・6　　　　　　　0％

　　Qlo； （o 名 ）　　（o 名 ）　　（o 名）

100％
（7 名 ）

7ユ％
（5 名）

56％
（4名）

　　　　　　　　 総括及び考按

　以上，我 々 は，こ ん に や く騒息，また は ， ま ぶ し喘息

発生地区住民 と，し か ら ざ る地区住民 とを対象 に，こ れ

等喘息の 起因抗原を用い て 皮内反応 を試み た の で あ る

が ，か y る艮応結果は ，従来 よ り，そ の 被検者の ア レ ル

ゲ ン に よ る 感作状況 や ，そ の 抗体産生状態で規定され て

来 るの であ る が，それ と共 に ， 本反 応 が in　viVO の 方

法であ ろた め，被検個体の 性 ， 年令 ， 精神的並 び に 肉体

的諸条 件や，使用 した 抗原の 精製度や濃度等に よ り影響

され る場合の あ る こ とが 知 られて 居 る，従 っ て，h，　S る

反応 の 判定 に は ，こ れ等の 事柄を充分考慮して，しかも

目標 とす る ア レ ル ギー性疾患患者の み 特異的 に 腸性 を 示

す横な基 準 が 最 も 望 ま しい の で あ るが，こ れ等 の 臨 床的

目標 に 少 レでも近 づ け よ う と して 諸種 の 試 み が な され て

い る．最近，石崎氏等
1 ｝
は ， 反応分 イ百曲線よ 勢推計学的

分析で判定指標 を得 る方法 を発表 して 居 る．こ bi に述べ

て い る こ の 二 っ の 喘息は ， その 発症機序 か ら 考 え， 患

者 と，抗原 に 曝露さ れ て い るが 喘息でない 者 と， 全 く曝

露 され て い な い 者 との 三 群 を極め て容易 に 比較す る こ と

の 出来 る点で ， 先人達の 皮内反応判定基準を批判す る た

め ， 極 め て 好個の 被検対象 と考えられ る．そ こ で， 我 々

も， 先ず 石 崎氏等 に な らい ，ま い こ，また は，まぶ し抗
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原皮内反応の 分布跏線 を作製した が ，こ の 結 果，そ の 対

照液に よ る 非特異的反応は、発赤 12  前後，膨疹 8 皿1囗前

後 を 示 し，ま い こ，また は，まぶ しに曝露 された 茜 と，

しか ら ざ る者とでは 発赤20mrcSii後 で差異を 示 し，膨疹は

ま い こ の 場合で は 8 臣m前 倹で 据 異 を 示 した が ， ま ぶ しの

場合で は こ の 点 1ま明らか でなか っ た L 次 に，こ の 二 っ の

反 応で　こ ん に や く，ま た は ， まぶ し喘息を指標 とした

場台は ， 両反応共，発 赤 霪 で は 18．lm皿以 上，膨疹径 で

は ，まい こ の 場 合12ほ   以 上．ま ぶ しの 場合10．1mm以上 等

を 反応の 腸性 指標 とす る と上 述の 判定 条 件 に比較的近 い

と思 わ れ た．次 に，反応結果 に及ぼす 上 述 した 諸影響 を

除外 す る 員的で，GottliebZ， 等 は，そ の 判定 を・抗原液 と

対照液 c の 反応 の 大い さの 差 に
一

定値 を も うけ て行 つ た

が，か S る 基準 を用 い た場 合， 我 々 の 上 述 した 皮内反応

では，基準値を発赤10mmで，且，膨疹 5   とした 場 合，

前述 の 判定条件 に 比較的近い と思 わ れ た ．し か し な が

ら， 以 上述 べ た い ず れの 判定法に よつ て も ， 抗原曝露を

うけて な い と思わ れ 翻 照群 で，発赤・また は膨疹の 大

い さの み の 場 合で， 6 〜18％，抗原液 と対照液 との 反応

の 差 の 場合で、 6 〜15％の 反応 陽 性 者 が 認 め ら れた ．こ

の 陽性反応は，非特異的反応 に 由来 す る の か，或 は ま

た ，何 等 か の か た ちで該抗原 で 感 作 された こ とに 嶽来す

るの か とも 想艨さ れた が ，

一
面，こ の 事 実 は ，か 丶 る皮

膚 反応 に よ る ア レ ル ギ
ー臙 患の 診齢 二自ら 或 る限界の

あ る こ とを示 唆す る もの とも考 え られ た ．したがっ て ，

こ の 点 を 考慮 し， 且 ，手按上の 誤差 を も考 え る と ， 以 上

の 両反 Ptでは ，臨 の 馳 指eCt：，発 赤 の み で は 2恤 x

上 ， 膨疹の み では ユG  以 上，ま た，そ の 対照液との 反応

の 差 が ， 発赤 iOmmで ， 且．膨疹 5　mmge の い ず れ の 基準を

えら ん で も実 施 上 は，そ の 結果に 大差 を 生 じな い と思わ

れ た，

　　　　　　　　　　結　　語

　 こ んにや く喘息 ， ま た は ， ま ぶ し 喘息発 生 地区住民

と，しか らざ る地区住民 とに つ い て ， ま い こ 抗原 ， また

は ， ま ぶ し抗原 に よ る皮 内反応 を実施 し，その 臨床的意

義を 考察す る と共に ，
こ の 二 つ の 皮内反応の 判定基準 に

つ い て 検討 を行 つ た ，

　　　　　　　　 文　 　　献

1）石 崎達 ，他 ： ア レ ル ギ
ー

t10 （5　），　307，
　1961

2）Gottlieb　P ．M ．：　 Ann．　Allergy， 18．949，

　 1960．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


